
全
日
中
事
務
局
だ
よ
り

新
し
い
年
度
を
迎
え
、
気
分
も
新
た
に
と

思
い
つ
つ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
る
影
響
が
様
々
な
形
で
表
れ
心

配
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
感
染
が

収
束
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
は
、
事
務
担
当
者
会
な
ど
、
や

む
な
く
一
部
中
止
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
年
間
行
事
予
定
ど
お
り
に
進
め
ら
れ

れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

全
日
中
事
務
局
で
は
、
時
差
出
勤
等
に
よ

る
混
雑
緩
和
に
寄
与
す
べ
く
工
夫
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も

感
染
予
防
の
た
め
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

仕
事
内
容
を
改
善
し
、
事
務
局
の
人
的
組
織

力
で
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
全
日
中
の
活
動
を
支
え
ら
れ
る
よ

う
事
務
局
と
し
て
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
全
日
中
の
活
動
及
び
事
務
局
か
ら
の

の
ご
依
頼
等
に
ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
新
会
員
の
皆
様
へ

令
和
２
年
度
、
新
た
に
中
学
校
長
と
し
て

ご
栄
転
、
ご
栄
進
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
の

祝
意
を
表
し
ま
す
。

全
日
本
中
学
校
長
会
の
新
会
員
と
し
て
お

迎
え
で
き
た
皆
様
そ
し
て
現
会
員
の
皆
様
に

は
、
来
年
度
新
教
育
課
程
の
全
面
実
施
を
迎

え
、
新
た
な
学
校
経
営
方
針
等
を
作
成
す
る

た
め
の
資
料
と
し
て
、
本
年
末
ま
で
に
は
、

「
全
日
中
新
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
お
手
元
に

届
け
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
日

中
新
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
成
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

・「
取
組
の
方
向
」
未
来
を
創
る
力
を
身
に

付
け
さ
せ
た
り
、
学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
た

り
す
る
た
め
に
学
校
で
推
進
す
べ
き
取
組
の

方
向
を
示
す
。

・「
現
状
と
課
題
」取
組
に
関
す
る
現
状
と
課

題
を
根
拠
資
料
や
デ
ー
タ
に
基
づ
き
示
す
。

・「
取
組
の
必
要
性
」
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
取
組
の
必
要
性
を
分
か
り
や
す
い
表
現

で
示
す
。

さ
ら
に
、全
日
本
中
学
校
長
会
の
活
動
は
、

①
機
関
誌
「
中
学
校
」（
毎
月
発
行
）

②
会
報
（
年
報
・
毎
年
１０
月
発
行
）

③
記
念
誌
「
中
学
校
教
育
五
十
年
」
誌
、
「
中

学
校
教
育
六
十
年
」
誌
、「
中
学
校
教
育

七
十
年
」
誌
に
組
織
の
概
要
や
活
動
内
容

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
校
長
室
に
保

管
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
全
日
本
中
学
校
長
会
基
金
の
管
理
・
運
営

本
会
は
、
昭
和
５２
年「
中
学
校
教
育
３０
年
」

の
記
念
事
業
と
し
て
、
全
日
中
の
将
来
を
展

望
し
、
中
学
校
教
育
振
興
を
期
し
、
我
が
国

の
教
育
諸
課
題
へ
の
活
動
を
強
力
に
展
開
す

る
財
政
的
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
全
会
員
の

拠
出
に
よ
る
「
全
日
中
基
金
」
を
創
設
し
ま

し
た
。
以
来
、
毎
年
新
会
員
に
拠
出
し
て
い

た
だ
き
、
基
金
の
積
み
立
て
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

基
金
は
、
基
金
管
理
運
営
規
定
、
同
運
営

細
則
に
基
づ
き
、
基
金
管
理
運
営
委
員
会
に

よ
り
管
理
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
金
管

（４６）



理
運
営
委
員
会
は
、
各
地
区
選
出
副
会
長
８

人
と
会
計
部
長
の
９
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。基

金
の
管
理
は
、
現
在
一
つ
の
銀
行
と
二

つ
の
証
券
会
社
で
定
期
預
金
と
国
債
の
形
で

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
堅
実
な
管
理
及
び
運

営
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
基
金
管
理
運
営

状
況
は
、
理
事
会
で
基
金
管
理
運
営
委
員
長

か
ら
報
告
さ
れ
、総
会
で
も
報
告
さ
れ
ま
す
。

○
基
金
の
支
出
と
現
状

平
成
１４
年
６
月
、
そ
れ
ま
で
事
務
局
を
置

い
て
い
た
文
部
科
学
省
の
分
館
が
取
り
壊
さ

れ
、
平
成
１３
年
末
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
て

い
た
基
金
か
ら
、
２
億
５
千
万
円
程
を
充
当

し
、
現
在
の「
全
日
本
中
学
校
長
会
館
」（
築

後
２６
年
中
古
物
件
）
を
購
入
し
ま
し
た
。
平

成
２３
年
度
に
は
、
基
金
か
ら
東
日
本
大
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
３
県
の
中
学

校
長
会
に
各
３
千
万
円
、
９
千
万
円
を
義
援

金
と
し
て
拠
出
。
令
和
元
年
９
月
末
の
基
金

残
高
は
、
定
期
預
金
、
国
債
を
合
わ
せ
て
５

億
円
余
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
他
に
、

不
動
産
の
形
で
全
日
本
中
学
校
会
館
の
土
地

と
建
物
が
基
金
財
産
と
な
り
ま
す
。
平
成
７

年
以
降
、
預
金
金
利
が
低
く
基
金
益
金
収
入

が
激
減
、
益
金
で
賄
っ
て
い
た
費
用
を
特
別

会
計
と
一
般
会
計
で
充
当
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
１９
年
度
よ

り
、
全
日
中
基
金
管
理
運
営
規
程
第
５
条
に

基
づ
き
、
預
金
よ
り
利
率
が
よ
く
「
確
実
な

有
価
証
券
」
と
し
て
国
債
を
購
入
、
配
当
収

入
で
地
区
大
会
補
助
費
１
地
区
分
を
賄
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
国
債
を
追
加

購
入
し
、
新
任
校
長
バ
ッ
ジ
贈
呈
代
を
賄
う

こ
と
が
で
き
、
平
成
２８
年
度
に
地
区
大
会
補

助
費
２
地
区
分
も
賄
え
、
現
在
は
、
３
地
区

ま
で
対
応
で
き
る
ま
で
と
な
っ
て
お
り
基
金

の
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
会
館
建

て
替
え
、
会
員
数
の
減
少
に
よ
る
収
入
減
、

物
価
上
昇
、
消
費
税
の
増
税
に
よ
る
支
出
増

に
備
え
基
金
拠
出
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
全
日
中
バ
ッ
ジ
（
純
銀
製
）

昭
和
３４
年
に
会
員
と
し
て
の
意
識
高
揚
と

連
帯
感
を
深
め
る
目
的
で
バ
ッ
ジ
制
定
、
昭

和
６３
年
度
か
ら
は
新
任
校
長
に
就
任
祝
い
と

し
て
贈
呈
。
今
年
度
も
お
届
け
し
ま
す
。
是

非
ご
着
用
く
だ
さ
い
。

○
基
金
の
継
続
と
拠
出
の
お
願
い

基
金
の
趣
旨
、
基
金
の
管
理
運
営
規
程
、

同
細
則
、
拠
出
依
頼
書
等
の
関
係
文
書
は
、

都
道
府
県
中
学
校
長
会
事
務
局
を
通
し
て
新

会
員
の
皆
様
の
お
手
元
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
基
金
継
続
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼「
全
国
中
学
研
究
校
便
覧
第
３２
集
」

６
月
に
刊
行
、
頒
布
価
格
一
冊
千
円
。

各
都
道
府
県
中
学
校
長
会
扱
い
で
一
括
し

て
ご
注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼「
週
案
」

全
日
中
の
「
週
案
」
は
学
校
経
営
に
資
す

る
も
の
で
、
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
使

い
勝
手
が
よ
く
安
価
だ
と
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
年
々
使
用
校
も
増
え
て
い
ま

す
。
頒
布
価
格
は
、
一
冊
９００
円
で
す
。

（
事
務
局
長

松
澤

宏
尚
）

（４７）


